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fMRIを用いた有権者の脳活動の計測 
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で
は
、
国
政
選
挙
で
も
地
方
選
挙
で
も
投
票
率
が
低

下
す
る
傾
向
に
あ
る
（
図
1
）。
こ
う
し
た
投
票
率

低
下
の
背
景
に
は
、
都
市
化
等
に
よ
る
社
会
的
・
地

域
的
・
人
的
環
境
の
変
化
、
政
党
や
利
益
集
団
の
組

織
動
員
力
の
低
下
、
選
挙
の
競
争
性
・
接
戦
度
の
低

下
、
選
挙
制
度
・
投
票
制
度
や
そ
の
変
更
、
日
程
の

影
響
、
有
権
者
の
政
治
関
心
・
政
治
満
足
・
政
治
信

頼
・
有
効
性
感
覚
の
低
下
な
ど
、
多
様
な
要
因
が
あ

る
と
指
摘
さ
れ
て
き
た
（
蒲
島　
一
九
八
八；

三
宅　

一
九
八
九；

品
田　
一
九
九
二；

三
宅
・
西
澤　
一
九
九

七；

小
林　
二
〇
〇
〇；

三
船　
二
〇
〇
七
、
二
〇
〇

八；

飯
田　
二
〇
〇
九
）。

　

こ
の
う
ち
選
挙
の
競
争
性
・
接
戦
度
に
着
目
し
て

最
近
の
投
票
率
の
動
向
を
解
釈
す
る
と
、
例
え
ば
衆

議
院
選
挙
の
投
票
率
は
二
〇
〇
九
年
の
民
主
党
政
権

誕
生
時
に
は
高
ま
っ
た
が
、
そ
の
後
自
民
党
政
権
が

復
活
し
て
盤
石
に
な
っ
た
た
め
に
急
落
し
た
、
と
見

る
こ
と
も
で
き
る
。
ま
た
知
事
選
に
お
い
て
は
、
相

乗
り
・
多
選
候
補
者
の
増
加
等
に
よ
っ
て
有
効
な
候
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図 1　我が国の衆議院選挙・参議院選挙・知事選の投票率の推移

出所：総務省資料から筆者作成
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補
者
間
の
競
争
が
阻
害
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
戦
後
最
低
の
投
票
率
を
更
新
す
る
状
況
を
生
ん
で
い
る
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。

　

こ
の
よ
う
な
選
挙
の
接
戦
度
が
有
権
者
の
投
票
参
加
意
欲
に
影
響
す
る
可
能
性
に
つ
い
て
は
、
理
論
と
実
証
の
両
面
か
ら
検
討
が

進
ん
で
き
た
。
著
名
なRiker and O

rdeshook

（1968

）
の
整
理
に
よ
れ
ば
、
Ｒ
（
有
権
者
個
人
の
投
票
参
加
の
利
益
）
は
、
Ｐ

（
自
分
の
投
票
に
よ
っ
て
便
益
Ｂ
が
得
ら
れ
る
確
率
、
自
分
の
一
票
が
選
挙
結
果
に
与
え
得
る
主
観
的
確
率
）
×
Ｂ
（
政
党
間
期
待
効
用
差
）

 

－

Ｃ
（
投
票
参
加
の
コ
ス
ト
）
＋
Ｄ
（
投
票
参
加
自
体
の
利
益
、
民
主
主
義
を
維
持
す
る
こ
と
の
長
期
的
利
益
や
市
民
的
義
務
の
満
足
等
）

で
表
さ
れ
る
。
こ
こ
か
ら
、
選
挙
で
有
効
な
競
争
が
行
わ
れ
な
け
れ
ば
（
換
言
す
れ
ば
、
選
挙
前
か
ら
特
定
候
補
者
の
当
選
が
わ
か
り

き
っ
て
い
る
よ
う
な
状
況
で
は
）、
有
権
者
は
自
分
の
投
票
参
加
の
利
益
を
見
出
し
に
く
い
と
推
論
で
き
る
。

　

と
は
い
え
、
た
と
え
選
挙
が
あ
る
程
度
接
戦
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
何
万
・
何
十
万
人
も
の
有
権
者
が
い
る
よ
う
な
選
挙
区
で
は
、

自
分
の
一
票
が
選
挙
結
果
を
変
え
る
客
観
的
確
率
の
増
加
は
微
々
た
る
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
な
ぜ
接
戦
状
況
が
有
権

者
の
「
自
分
の
一
票
が
選
挙
結
果
に
与
え
得
る
主
観
的
確
率
」
を
高
め
る
の
か
は
、
必
ず
し
も
明
確
に
な
っ
て
い
な
い
と
も
言
え
る
。

あ
る
い
は
三
宅
（
一
九
九
三
）
が
解
釈
す
る
よ
う
に
、
政
治
関
心
や
政
治
的
有
効
性
感
覚
が
高
い
有
権
者
ほ
ど
「
自
分
の
一
票
が
選

挙
結
果
に
与
え
得
る
主
観
的
確
率
」
を
高
く
見
積
も
る
傾
向
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
も
そ
も
投
票
に
行
く
よ
う
な
有
権
者
に
お
い

て
Ｐ
値
が
高
い
と
い
う
逆
の
因
果
関
係
が
あ
る
の
み
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
で
は
選
挙
の
接
戦
度
は
、
有
権
者
の
認
知
に
何
ら

純
粋
な
影
響
を
与
え
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

そ
こ
で
本
研
究
で
は
、
有
権
者
が
選
挙
の
接
戦
度
に
関
す
る
情
報
に
接
し
た
時
、
彼
ら
の
脳
の
中
で
ど
の
よ
う
な
反
応
が
起
き
て

い
る
か
を
観
察
す
る
実
験
を
行
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
異
な
る
選
挙
情
勢
を
伝
え
る
新
聞
の
見
出
し
文
を
有
権
者
に
読
ん
で
も
ら
い
、

そ
の
間
の
脳
活
動
を
ｆ
Ｍ
Ｒ
Ｉ
（functional m

agnetic resonance im
aging

：
磁
気
共
鳴
機
能
画
像
法
）
に
よ
っ
て
撮
影
し
た
結
果

を
報
告
す
る
。
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2
．
選
挙
の
接
戦
度
と
有
権
者
の
投
票
参
加

　

さ
て
、
選
挙
の
接
戦
度
が
有
権
者
の
投
票
参
加
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
方
法
で
検
証
が
行
わ
れ
て
き
た
。
マ
ク
ロ

的
に
は
、
実
際
の
選
挙
結
果
か
ら
接
戦
度
（
当
選
者
の
得
票
数
の
小
さ
さ
、
あ
る
い
は
当
選
者
の
得
票
数
と
次
点
者
の
得
票
数
の
差
の
小

さ
さ
等
）
を
定
義
し
、
こ
れ
が
高
い
選
挙
区
等
で
は
投
票
率
も
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
研
究
が
あ
る
（Barzel and 

Silberberg 1973; 
山
田　
一
九
九
二
等
）。
た
だ
し
小
林
（
二
〇
〇
〇
）
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
選
挙
結
果
か
ら
接
戦
度
を
定
義
す
る
こ

と
に
は
問
題
も
あ
る
。
投
票
率
と
接
戦
度
は
共
変
量
に
過
ぎ
な
い
か
も
し
れ
な
い
し
、
あ
る
い
は
選
挙
緒
戦
に
お
い
て
接
戦
度
が
低

く
て
も
動
員
努
力
に
よ
っ
て
結
果
的
に
接
戦
度
が
高
く
な
る
等
、
内
生
性
の
問
題
も
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

他
方
で
ミ
ク
ロ
的
に
は
、
選
挙
前
と
選
挙
後
に
行
っ
た
有
権
者
に
対
す
る
調
査
デ
ー
タ
に
基
づ
き
、
選
挙
前
に
認
知
さ
れ
た
選
挙

の
接
戦
度
と
投
票
参
加
の
関
係
を
確
認
し
た
三
宅
・
西
澤
（
一
九
九
七
）
の
報
告
が
あ
る
。
表
1
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
選
挙
前
に

自
分
が
支
持
す
る
候
補
者
が
当
落
線
上
に
あ
る
と
認
知
し
て
い
た
人
は
、
候
補
者
の
敗
北
を
予
測
す
る
人
よ
り
も
、
事
後
調
査
に
お

い
て
「
投
票
し
た
」
と
回
答
す
る
割
合
が
幾
分
高
い
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、「
投
票
し
た
」
と
回
答
し
た
人
の
割
合
が
現
実
の

投
票
率
に
比
べ
て
全
般
的
に
非
常
に
高
い
た
め
、
事
前
に
認
知
さ
れ
た
接
戦
度
別
の
投
票
参
加
率
の
差
が
小
さ
い
と
い
う
課
題
が
あ

る
。
ま
た
、
有
権
者
が
ど
う
い
う
情
報
や
状
況
に
触
れ
て
選
挙
の
接
戦
度
を
認
知
し
た
の
か
、
特
定
し
に
く
い
と
い
う
限
界
も
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
実
際
の
選
挙
や
そ
れ
に
際
し
て
行
わ
れ
た
調
査
に
基
づ
く
観
察
研
究
の
場
合
、
説
明
変
数
と
な
る
選
挙
の
接
戦
度

を
研
究
者
が
う
ま
く
定
義
・
設
定
で
き
な
い
と
い
う
課
題
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
選
挙
の
接
戦
度
と
個
々
の
有
権
者
の
投
票
参
加
意
欲

や
投
票
参
加
確
率
と
の
間
の
因
果
関
係
を
ク
リ
ア
に
検
証
す
る
た
め
に
、
実
験
研
究
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
例
え
ば

Levine and Palfrey

（2007

）
は
、
実
験
参
加
者
の
支
持
候
補
者
や
政
策
効
用
（
Ｂ
）
を
一
定
と
し
て
、
投
票
者
の
一
票
が
選
挙

結
果
に
影
響
を
与
え
る
確
率
（
Ｐ
）
や
投
票
参
加
コ
ス
ト
（
Ｃ
）
の
大
き
さ
を
変
え
た
場
合
に
、
ど
の
程
度
の
投
票
率
が
達
成
さ
れ
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る
か
を
数
学
的
に
予
測
し
、
そ
の
予
測
に
基
づ
い
て
実
験
室
実
験
を
行
っ
た
。

そ
の
結
果
、
選
挙
区
人
口
（
こ
こ
で
は
一
実
験
あ
た
り
の
実
験
参
加
者
数
）
が

小
さ
い
場
合
、
実
験
参
加
者
の
一
票
が
選
挙
結
果
に
影
響
を
与
え
る
確
率
が

大
き
い
場
合
（
つ
ま
り
選
挙
の
接
戦
度
が
高
い
場
合
）、
自
陣
営
が
劣
勢
で
あ

る
場
合
、
個
々
人
の
投
票
参
加
コ
ス
ト
が
小
さ
い
場
合
に
、
実
験
参
加
者
の

投
票
参
加
確
率
が
高
く
な
り
、
全
体
と
し
て
投
票
率
が
上
が
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
。
ま
た
こ
の
数
学
的
予
測
・
実
験
結
果
・
投
票
者
の
選
択
の
不
確

実
性
を
盛
り
込
ん
だ
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
、
現
実
の
選
挙
の
よ
う
に
有

権
者
数
が
多
い
場
合
で
も
、
あ
る
程
度
の
投
票
率
が
達
成
さ
れ
る
こ
と
を
示

し
た
。

　

谷
口
（
二
〇
〇
八
、
二
〇
一
一
、
二
〇
一
三
）
は
こ
の
実
験
を
日
本
で
再
現

し
、
同
様
に
接
戦
度
が
実
験
参
加
者
の
投
票
参
加
率
を
押
し
上
げ
、
投
票
参

加
コ
ス
ト
が
投
票
参
加
率
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
と
り
わ
け
図

2
の
よ
う
に
、「
接
戦
状
況
で
劣
勢
」≳「
接
戦
状
況
で
優
勢
」≳「
大
差
状
況

で
劣
勢
」≳「
大
差
状
況
で
優
勢
」
の
順
で
、
実
験
条
件
が
実
験
参
加
者
の
投

票
参
加
率
を
高
め
る
こ
と
を
見
出
し
た
。

　

た
だ
し
、Levine
ら
や
谷
口
の
実
験
室
実
験
で
は
、
選
挙
の
有
権
者
数

（
実
験
参
加
者
数
）
は
多
く
て
数
十
人
規
模
で
あ
っ
た
た
め
、
参
加
者
は
自
分

の
一
票
が
選
挙
結
果
を
左
右
す
る
確
率
を
客
観
的
に
も
把
握
し
や
す
か
っ
た

JES2（1993 衆院選） JES3（衆院選）
自分が支持する候補者は当落線上なので自分が投
票すれば当選すると思う 98.1％ 96.9％

自分が投票すれば支持する候補者は当落線上に浮
かびあがると思う 95.7％ 97.4％

自分が投票しなくても支持する候補者はギリギリ
で当選すると思う 95.6％ 95.6％

自分が投票しなくても支持する候補者はかなり強
いので当選すると思う 94.7％ 97.3％

自分が投票しても支持する候補者の当選は難しい
と思う 89.3％ 94.2％

表 1�　JES2・JES3 の選挙前調査における有権者の主観的接戦度認知と選挙後調査におけ
る投票参加

注：JES3（2003 衆院選）における投票参加率は、投票日投票と不在者投票の合計。
出所：三宅・西澤 1997
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接
戦
条
件
の

劣
勢
側

接
戦
条
件
の

優
勢
側

大
差
条
件
の

劣
勢
側

大
差
条
件
の

優
勢
側

劣
勢
側

優
勢
側

接
戦
条
件

大
差
条
件

53.4％
45.1％

37.4％
32.6％

45.4％
38.8％

49.2％

34.2％

*** *** ****

図 2　実験条件別の投票参加率の比較

出所：谷口 2013 *p＜.05, **p＜.01, ***p＜.001

支持候補者がやや劣勢

支持候補者が非常に劣勢

支持候補者がやや優勢

支持候補者が非常に優勢

20.0 30.0 40.0
%

図 3　選挙の接戦度（支持候補者の形勢）と投票意欲（「ぜひ投票に行きたい」の割合）

選挙が接戦

選挙が無風

選挙区人口が少ない

選挙区人口が多い

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0
%

図 4�　選挙の情勢（接戦／無風）及び選挙区有権者人口の大きさと主観的な 1票の重み
（「自分の 1票が結果を左右するかもしれない」と思う人の割合）
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と
考
え
ら
れ
る
。
実
際
の
選
挙
で
は
は
る
か
に
大
勢
の
有
権
者
が
参
加
す
る
た
め
、
こ
う
し
た
実
験
室
実
験
の
結
果
を
ど
こ
ま
で
一

般
化
で
き
る
か
と
い
う
外
的
妥
当
性
の
問
題
が
残
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
品
田
（
一
九
九
二
）
が
架
空
の
選
挙
に
お
け
る
投
票
意
欲
を
尋
ね
る
調
査
を
行
っ
た
こ
と
に
倣
い
、
全
国
の
有
権
者
を

対
象
者
と
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
調
査
を
用
い
て
、
選
挙
の
接
戦
度
、
自
分
の
一
票
の
影
響
力
認
知
、
選
挙
区
人
口
規
模
、
投
票
意

欲
の
大
き
さ
の
関
係
を
調
べ
た
（
谷
口　
二
〇
一
一
）。
そ
の
結
果
、
支
持
候
補
者
が
や
や
劣
勢
な
状
況
で
回
答
者
の
投
票
参
加
意
欲

が
高
く
な
り
、
選
挙
の
接
戦
度
が
高
い
ほ
ど
、
ま
た
選
挙
区
人
口
規
模
が
小
さ
い
ほ
ど
、
回
答
者
が
自
分
の
一
票
の
影
響
力
を
認
知

す
る
よ
う
に
な
る
、
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
つ
ま
り
架
空
の
選
挙
に
お
け
る
判
断
で
あ
っ
て
も
、
実
験
室
実
験
の
結
果
に
似
た

傾
向
が
見
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
本
研
究
で
も
基
本
的
に
架
空
の
選
挙
を
想
定
し
て
、
様
々
な
新
聞
の
報
道
記
事
を
実
験
参
加
者
に
読

ん
で
も
ら
う
実
験
を
行
う
。

3
．
実
験
の
枠
組
み

3
．
1　

実
験
刺
激

　

今
回
の
実
験
刺
激
は
、
一
九
九
六
～
二
〇
〇
九
年
ま
で
の
衆
議
院
選
挙
の
各
選
挙
区
に
関
す
る
朝
日
新
聞
の
情
勢
報
道
の
見
出
し

で
あ
る
。
飯
田
（
二
〇
〇
七
）
に
よ
れ
ば
、
大
手
新
聞
の
情
勢
報
道
は
有
権
者
に
と
っ
て
選
挙
に
関
す
る
判
断
を
行
う
上
で
の
重
要

な
情
報
源
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
定
型
的
な
見
出
し
の
表
現
や
候
補
者
名
の
並
べ
方
が
、
情
勢
の
優
劣
等
を
暗
示
し
て
い
る
と
も

指
摘
す
る
。
報
道
各
社
は
選
挙
直
前
に
世
論
調
査
結
果
の
数
字
を
出
す
こ
と
を
控
え
る
代
わ
り
に
、
情
勢
報
道
の
表
現
に
よ
っ
て
有

権
者
に
選
挙
情
勢
を
理
解
す
る
「
手
掛
か
り
」
を
与
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
と
す
る
。
実
際
、
新
聞
各
社
は
読
者
に
「
大
差
」
を

感
じ
さ
せ
る
よ
り
も
、「
接
戦
」
を
感
じ
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
後
者
の
表
現
の
方
が
多
い
傾
向
に
あ
る
。
そ
れ
は
、「
大
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差
」
情
報
は
投
票
を
抑
制
し
て
し
ま
う
の
に
対
し
、「
接
戦
」
情
報
は
有
権
者
の
投
票
意
欲
を
高
め
る
と
、
報
道
各
社
が
考
え
て
い

る
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。

　

そ
こ
で
本
研
究
で
は
、
上
述
の
情
勢
報
道
か
ら
「
接
戦
状
況
で
劣
勢
」「
接
戦
状
況
で
優
勢
」
と
い
う
状
況
に
合
う
見
出
し
を
四

〇
個
ず
つ
、「
大
差
状
況
で
劣
勢
」「
大
差
状
況
で
優
勢
」
と
い
う
状
況
に
合
う
見
出
し
を
二
〇
個
ず
つ
、
合
計
一
二
〇
個
抽
出
し
、

実
験
参
加
者
が
「
Ａ
候
補
」
を
支
持
す
る
と
い
う
想
定
で
修
正
し
た
（
表
2
）。
実
験
で
は
、
こ
の
一
二
〇
個
の
見
出
し
を
実
験
参

加
者
毎
に
ラ
ン
ダ
ム
な
順
番
で
提
示
す
る
こ
と
と
し
た
。

3
．
2　

ｆ
Ｍ
Ｒ
Ｉ
を
使
っ
た
政
治
学
実
験

　

本
研
究
で
は
、
新
聞
の
情
勢
報
道
の
見
出
し
を
読
ん
で
い
る
間
の
実
験
参
加
者
の
脳
活
動
の
様
子
を
ｆ
Ｍ
Ｒ
Ｉ
に
よ
っ
て
撮
像
す

る
。
こ
の
よ
う
に
ｆ
Ｍ
Ｒ
Ｉ
を
用
い
た
政
治
学
の
実
験
研
究
は
、
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
増
え
る
傾
向
に
あ
る
。
中
村
（
二
〇
一
一
）

の
整
理
に
よ
れ
ば
、
有
権
者
の
政
治
行
動
や
意
識
に
関
す
る
「
合
理
的
判
断
vs.
非
合
理
的
（
感
情
的
）
判
断
」
論
争
や
、
感
情
的
反

応
を
伴
う
熱
い
認
知
（hot cognition

）
の
研
究
に
お
い
て
、
脳
神
経
科
学
の
手
法
は
新
た
な
知
見
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
い
う
。

政
治
情
報
に
触
れ
た
有
権
者
は
、
理
性
を
司
る
脳
部
位
と
は
異
な
る
脳
部
位
が
賦
活
（
活
発
化
）
し
た
と
い
う
研
究
、
ま
た
政
治
関

心
や
党
派
性
が
強
い
学
生
の
方
が
そ
う
で
な
い
学
生
よ
り
も
、
政
治
に
つ
い
て
感
情
的
な
思
考
を
し
て
い
た
と
い
う
研
究
が
紹
介
さ

れ
て
い
る
。
さ
ら
にJost et al.

（2014

）
のpolitical neuroscience

（
神
経
政
治
学
）
に
関
す
る
包
括
的
な
レ
ビ
ュ
ー
論
文
も
、

ｆ
Ｍ
Ｒ
Ｉ
を
用
い
た
手
法
が
、
有
権
者
の
認
知
・
意
思
決
定
の
中
で
も
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
や
人
種
偏
見
、
党
派
的
対
立
、
性
差
、
物

質
的
利
益
供
与
に
よ
る
政
治
的
支
持
な
ど
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
で
は
扱
い
に
く
い
比
較
的
「
生
々
し
い
」
反
応
を
計
測
す
る
の
に

利
用
さ
れ
て
い
る
と
す
る
。

　

ど
の
よ
う
な
候
補
者
・
主
張
・
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
が
有
権
者
を
惹
き
つ
け
る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、「Political 
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表 2　実験刺激として用いる選挙情勢に関する報道記事の見出し
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N

eurom
arketing

」
の
面
か
ら
も
需
要
が
あ
る
ら
し
い
。
二
〇
〇
七
年
のN

ew
 Y

ork T
im

es

誌
は
、
二
〇
〇
八
年
大
統
領
選
挙

の
候
補
者
に
対
す
る
二
〇
人
の
有
権
者
の
脳
の
反
応
を
計
測
し
た
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
の
研
究
を
紹
介
し
て
い
る
。
日
本
で
はK

ato, Ide, 

K
abashim

a, et al.

（2009

）
が
、
大
統
領
選
挙
に
お
け
る
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
広
告
が
ど
の
よ
う
な
影
響
を
も
た
ら
す
か
を
ｆ
Ｍ
Ｒ
Ｉ
に

よ
っ
て
解
析
し
た
。
最
近
で
は
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
的
な
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
ネ
ッ
ト
広
告
等
が
有
権
者
の
怒
り
や
不
安
を
扇
動
し
、

支
持
に
結
び
つ
け
よ
う
と
す
る
政
治
手
法
の
問
題
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
、
有
権
者
の
脳
活
動
の
解
析
は
そ
の
よ
う
な
問
題
へ
の
接
近

に
も
役
立
つ
か
も
し
れ
な
い
。

3
．
3　

ｆ
Ｍ
Ｒ
Ｉ
を
使
っ
た
脳
画
像
解
析

　

さ
て
、
Ｍ
Ｒ
（m

agnetic resonance

）
を
利
用
し
た
撮
像
装
置
は
病
院
等
に
あ
る
よ
う
に
、
本
来
体
全
体
を
撮
像
で
き
る
機
器

で
あ
る
が
、
ｆ
Ｍ
Ｒ
Ｉ
を
使
っ
た
脳
画
像
解
析
は
特
に
、「
Ｍ
Ｒ
装
置
を
利
用
し
て
撮
像
し
解
析
し
て
脳
機
能
を
画
像
化
す
る
に
至

る
一
連
の
過
程
」
と
定
義
さ
れ
る
（
菊
地
他　
二
〇
一
二
）。
ｆ
Ｍ
Ｒ
Ｉ
で
は
、「
ボ
ー
ル
ド
効
果
（blood oxygenation level 

dependency; BO
LD

）」
と
呼
ば
れ
る
原
理
で
、
脳
が
賦
活
（
活
性
化
）
し
た
可
能
性
が
あ
る
部
位
を
検
出
で
き
る
と
さ
れ
る
。

ボ
ー
ル
ド
効
果
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
、
ま
ず
あ
る
部
位
の
神
経
細
胞
の
活
動
が
増
加
す
る
と
酸
素
消
費
量
も
増
加
す
る
。
す
る
と
酸
素

を
含
む
赤
血
球
で
あ
る
オ
キ
シ
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
（
反
磁
性
体
）
が
、
酸
素
を
含
ま
な
い
デ
オ
キ
シ
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
（
常
磁
性
体
）
に

変
化
す
る
。
そ
の
直
後
に
、
神
経
細
胞
が
消
費
し
き
れ
な
い
ほ
ど
脳
血
流
量
が
急
激
に
増
大
す
る
た
め
、
オ
キ
シ
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
が

増
大
す
る
。
Ｍ
Ｒ
信
号
は
こ
の
磁
性
体
の
変
化
に
反
応
す
る
。
こ
の
流
れ
か
ら
、
神
経
細
胞
の
活
動
が
増
加
す
る
と
Ｍ
Ｒ
信
号
が
増

強
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。



59

fMRIを用いた有権者の脳活動の計測 

3
．
4　

本
実
験
の
デ
ザ
イ
ン
と
概
要

　

本
研
究
は
東
京
工
業
大
学
の
全
学
倫
理
委
員
会
審
査
の
承
認
を
受
け
、
学
内
の
学
生
を

実
験
参
加
者
と
し
て
募
集
し
た
。
実
験
参
加
者
は
健
康
状
態
や
既
往
歴
等
を
考
慮
し
て
選

び
、
本
実
験
で
は
二
〇
名
の
成
人
学
生
に
つ
い
て
の
デ
ー
タ
を
解
析
す
る
。
実
験
前
に
は

実
験
参
加
者
に
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト
等
の
説
明
や
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、

実
験
後
に
事
後
ア
ン
ケ
ー
ト
や
謝
金
（
時
給
二
五
〇
〇
円
）
を
支
払
う
。
ｆ
Ｍ
Ｒ
Ｉ
実
験

で
は
実
験
参
加
者
は
Ｍ
Ｒ
装
置
の
中
に
横
た
わ
っ
て
固
定
さ
れ
る
の
で
、
そ
の
苦
痛
を
考

え
て
一
時
間
以
内
で
実
験
を
終
え
る
の
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
る
。
こ
の
時
間
的
制
約
か
ら
、

一
回
の
判
断
に
二
〇
秒
程
度
を
要
す
る
作
業
（
選
挙
情
勢
報
道
を
読
ん
で
判
断
す
る
作
業
）

を
実
験
参
加
者
に
一
二
〇
回
行
っ
て
も
ら
う
こ
と
と
し
た
。
こ
の
作
業
時
間
が
合
計
で
四

〇
分
程
度
で
あ
り
、
そ
の
前
後
に
解
剖
画
像
の
撮
像
等
を
加
え
て
、
一
時
間
以
内
で
実
験

参
加
者
を
解
放
す
る
よ
う
に
し
た
。

　

実
験
の
流
れ
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
ま
ず
、
実
験
参
加
者
は
Ｍ
Ｒ
装
置
内
に
横
た
わ
り
、

目
の
上
に
表
示
さ
れ
る
実
験
説
明
文
を
読
む
。
次
に
、
実
験
開
始
を
示
す
「
プ
リ
・
レ
ス

ト
」
画
面
が
一
秒
表
示
さ
れ
、
続
い
て
選
挙
報
道
の
見
出
し
が
三
秒
間
表
示
さ
れ
る
（
一

二
〇
種
類
の
選
挙
報
道
見
出
し
が
ラ
ン
ダ
ム
化
さ
れ
た
順
で
提
示
さ
れ
る
が
、
そ
の
順
番
は
異

な
る
実
験
参
加
者
間
で
は
一
定
で
あ
る
）。
そ
の
後
、
実
験
参
加
者
は
三
秒
間
で
投
票
／
棄

権
を
手
元
の
ボ
タ
ン
操
作
で
選
び
、
四
秒
間
ほ
ど
結
果
を
見
る
。
そ
し
て
、
画
面
中
央
に

「
＋
」
が
表
示
さ
れ
る
だ
け
の
レ
ス
ト
画
像
（
脳
活
動
を
リ
セ
ッ
ト
す
る
画
像
）
を
数
秒
か

図 5　本実験で使用したＭＲ装置（GE社製、1.5T）と撮像画像の一部
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ら
一
〇
数
秒
間
見
て
、
次
の
選
挙
報
道
を
読
む
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
が
一
二
〇
回
繰
り
返
さ
れ
る
。
こ
の
間
、

二
秒
毎
に
撮
像
を
行
う
。
本
研
究
で
は
、
選
挙
報
道
が
伝
え
る
接
戦
度
が
人
々
の
認
知
に
与
え
る
影
響
を
調

べ
た
い
た
め
、
選
挙
報
道
の
文
章
提
示
の
間
（
三
秒
間
）
に
撮
像
さ
れ
た
脳
活
動
デ
ー
タ
と
、
何
も
文
章
を

読
ん
で
い
な
い
時
（
レ
ス
ト
画
像
を
見
て
い
る
間
）
に
撮
像
さ
れ
た
脳
活
動
デ
ー
タ
と
の
間
で
比
較
す
る
分
析

を
行
う
。
分
析
に
は
、
汎
用
ソ
フ
ト
で
あ
る
Ｓ
Ｐ
Ｍ
12
を
使
用
し
た
。

4
．
実
験
結
果

　

Ｓ
Ｐ
Ｍ
で
画
像
解
析
を
行
う
と
、
あ
る
作
業
を
行
っ
て
い
る
時
と
行
っ
て
い
な
い
時
で
、
賦
活
量
が
統
計

的
に
有
意
に
異
な
る
部
位
が
提
示
さ
れ
る
。
今
回
の
実
験
刺
激
で
あ
る
選
挙
情
勢
は
、
谷
口
（
二
〇
一
三
）

の
実
験
で
は
「
接
戦
状
況
で
劣
勢
」＞

「
接
戦
状
況
で
優
勢
」＞

「
大
差
状
況
で
劣
勢
」＞

「
大
差
状
況
で

優
勢
」
の
順
で
投
票
参
加
確
率
が
高
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
順
で
情
報
の
刺
激
な
い
し
何
ら
か
の
誘
因
が

強
ま
る
と
考
え
、「
接
戦
状
況
で
劣
勢
＝
4
」「
接
戦
状
況
で
優
勢
＝
3
」「
大
差
状
況
で
劣
勢
＝
2
」「
大
差

状
況
で
優
勢
＝
1
」
と
い
う
数
値
を
与
え
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
解
析
結
果
は
、「
接
戦
状
況
で
劣
勢
」
と

い
う
情
報
を
読
ん
で
い
る
時
に
、
よ
り
活
発
化
す
る
脳
部
位
を
提
示
す
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

図
7
は
、
二
〇
人
の
実
験
参
加
者
デ
ー
タ
を
ま
と
め
て
解
析
し
、
有
意
に
賦
活
し
た
部
位
を
示
し
た
も
の

で
あ
る
。
下
の
表
の
右
端
の
Ｘ
Ｙ
Ｚ
座
標
が
賦
活
位
置
を
示
し
て
お
り
、
ｚ
値
が
大
き
い
も
の
か
ら
解
剖
学

的
な
部
位
を
同
定
す
る
と
、
下
頭
頂
小
葉
、
中
前
頭
回
、
ブ
ロ
ー
カ
野
の
45
野
、
下
頭
頂
小
葉
、
下
即
頭
回

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
脳
機
能
辞
典
等
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
は
順
に
、
注
意
の
集
中
、
意
思
決
定
・
行

プリ・レスト
（1 秒間）

文章提示
（3 秒間）

投票／棄権
（3 秒間）

結果提示
（4 秒間）

レスト
（ランダムに数秒間）

次の選挙へ

図 6　実験の流れ（1回の選挙についての判断）
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図 7　実験結果：賦活部位とその統計量
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動
計
画
、
言
語
処
理
、
行
動
の
た
め
の
認
知
の
統
合
、
視
覚
対
象
の
把
握
に
関
連
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
文
字
情
報
を
読
ん
で

い
る
の
だ
か
ら
言
語
処
理
や
視
覚
機
能
が
活
性
化
す
る
の
は
当
然
と
し
て
、
同
時
に
「
接
戦
状
況
で
劣
勢
」
と
い
う
情
報
を
読
ん
で

い
る
時
に
、
よ
り
注
意
や
行
動
（
投
票
？
）
へ
の
準
備
に
関
す
る
認
知
が
活
性
化
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

5
．
ま
と
め

　

本
研
究
で
は
、
接
戦
の
選
挙
で
投
票
参
加
が
促
進
さ
れ
る
と
い
う
現
象
や
理
論
に
着
目
し
、
接
戦
を
伝
え
る
情
勢
報
道
情
報
を
受

け
取
る
際
に
有
権
者
の
脳
が
ど
の
よ
う
に
反
応
す
る
か
を
ｆ
Ｍ
Ｒ
Ｉ
に
よ
っ
て
撮
像
す
る
実
験
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、「
接
戦
状

況
で
劣
勢
」
と
い
う
情
報
を
読
ん
で
い
る
時
は
、
よ
り
注
意
が
集
中
し
、
行
動
へ
の
準
備
に
関
す
る
認
知
が
活
性
化
す
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
つ
ま
り
同
じ
よ
う
な
分
量
の
文
を
読
ん
で
い
て
も
、
内
容
が
「
接
戦
の
選
挙
」
で
あ
れ
ば
、
そ
う
で
な
い
時
よ
り
も
我
々

は
注
目
す
る
よ
う
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
は
、「
接
戦
度
が
高
ま
る
ほ
ど
自
身
の
影
響
力
を
計
算
し
始
め
る
」
と
解
釈
す
る
こ
と
も
で
き
れ
ば
、
単
に
接
戦
と
い

う
だ
け
で
注
目
度
が
高
ま
る
と
い
っ
た
感
覚
的
な
反
応
と
解
釈
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
今
後
は
実
験
参
加
者
数
を
増
や
し
な
が
ら
実

験
と
分
析
を
続
け
、
個
人
間
の
差
異
の
統
制
や
集
団
比
較
、
ま
た
他
の
変
数
の
影
響
等
を
検
討
し
た
い
。
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